
- 1 -

優しく強い子に！ ４年生交流試合 ＠３月１８日 関東村
〇めあて：練習している技を使う、コーチング、

渡り廊下を使う
〇第一試合南八王子 5-0府中グＧＦ 前半 2-0
得点者：野宮君（2）内田君（2） 石橋君
アシスト：石橋君 佐藤君

アプローチの甘い相手に終始攻め続ける展開。佐藤君
の突破からえぐってマイナスのクロスを内田君がきれ
いにゴール、野宮君のドリブルからのシュート、ＣＫ
からは石橋君がニアサイドをヒールで決めました。
〇第二試合 南八王子 3-3渋谷東部ＪＦＣ 前半 2-1
得点者：内田君（3）アシスト：松風君 高木君

前半開始早々松風君のクロスを内田君がヘッドで押し
込みます。高木君のＧＫが上手くウラに抜け内田君が

http://www.minamih.net/ 追いつき追加点。 しかし、終了間際にアプローチが
１７・ ３・２５（土）甘くなり１点返されます。
南ＮＥＷＳＮＯ１２９ ２０分ハーフ２試合続けてなので、後半は運動量が

落ち２失点で逆転されるも内田君のハットトリックで
なんとか追いつき終了。
〇第三試合 南八王子 7-1府中グリーンファイターズ 前半 3-0
得点者：佐藤君 野宮君（2） 松風君 中西君 内田君 高木君
アシスト：石橋君 松風君
１時間休憩後、元気を取り戻し、ドリブルで勝負することにしました。野宮

君の 5人抜き、石橋君の突破からのマイナスクロス、松風君のえぐったドリブ
ル、内田君の左サイドの突破など練習のように試合を運びました。
〇第四試合 南八王子 4-3渋谷東部ＪＦＣ 前半 3-2
得点者：内田君（3） 石橋君 アシスト：石橋君
またしても２０分ハーフ２試合連続で疲労困憊の選手たち。簡単に先制され

ます。このままズルズル押し込まれるかと思いきや、底力を付けている４年生
は粘りにに粘ります。ウラを狙った内田君のシュートで追いつくと、取られて
は取り返えすの繰り返しの展開。最後はＧＫ石橋君のウラへのボールを内田君
が上手くさばき決勝点。粘り勝ちでした。

むさしの新６年A2リーグ ３・２０(土） 緑が丘小
〇めあて：練習で習った技を使う／渡り廊下／コーチング
〇第 1試合 ×南八王子 0-2 プリメイロス （前半 0-0）
前半 2 分、左 SH 名嘉君が渡り廊下をうまく使う縦パスがトップの一護君へ渡ります。
この後も一護君へは再三好機となるパスが出ますが、サポートが追いつかず単独突破の繰
り返しとなり得点にいたりません。同 19 分、右 SH 服部君がドリブルで持ち込みファウ
ルをもらいます。同 20分、CB周君が左サイドでキープしてスルーパス、名嘉君が受けて
クロスを入れますが、GKキャッチ。
後半 3 分、この試合最大のビッグチャンスが訪れます。右 SB の尾川君が浮き球をダイ
レクトで右サイド裏のスペースへ出し、走り込んだ右SH岩﨑君がダイレクトで折り返し、
ぴったり CH の遼大君に合いますが、ボレーシュートはバーの上。押し気味の展開でした
が、同 13 分、南 CK から一気のカウンターを受け失点。その後、相手が蹴り込んだ浮き

確 実 に 力 を 付 け て い る ４ 年 生 で す 。 石 橋 君 の ル ー レ ッ ト が
タ イ ミ ン グ よ く 見 事 に 決 ま り ま し た 。 高 木 君 の ロ ー ル も 間 合
い が 良 か っ た で す 。 Ｄ Ｆ の 大 谷 哲 平 君 は 判 断 の 良 さ と 位 置 取
り が 良 か っ た で す 。 試 合 中 、 中 西 君 の コ ー チ ン グ の 声 が と て
も 良 く 聞 こ え ま し た 。 ｂ ｙ 淸 水 コ ー チ
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球がそのままゴールインしてしまいました。
〇第 2試合 ○南八王子 3-1 エルマーズ （前半 2-1） 得点：一護君２，岩崎君
サイドバック服部君、尾川君、センターハーフ慶長君、一護君がトップという先日の交
流戦で試した布陣で臨みました。前半 1 分、キックオフから一気に左サイドを突破、いっ
たんは奪われましたが名嘉君が粘り、拾ったボールを一護君がゴールまでドリブルして先
制。同 2分、センターサークル付近でボールを受けた一護君が相手CBを抜いて独走、GK
との一対一を落ち着いて制し追加点。同 8 分、CB 周君が前線に上がったところでカウン
ターを受け、左サイドを破られ失点。後ろに SB 二人が残っていたのですが、お互いの距
離が空いてしまい、チャレンジもできず、カバーにもなっていなかったのが悔やまれます。
同 15 分、CK はきれいに岩﨑君に合いますがヘッドは枠外。一対一のピンチに GK 蛯名
君が右足一本でセーブして同点を免れます。後半 5 分、前線のスペースへ出た浮き球へ右
SH岩﨑君がスプリント、相手GKが出ていたのをよく見てループシュートし3点目。

前を向き成長につながる敗戦 下を向き消滅へと向かう勝利
南の現５年生は１年生の時から４年生までは出ると負けでした。でも下を向

かず，前を向き，課題は何かを見つけ，子どもたちと中村コーチが一緒になっ
て，その解決に取り組む中で，個人技も戦術も磨き，3 月 20 日(月)のむさし
のＡ２リーグ・エルマーズ戦３－１で勝利するほどに成長しているのです。敗
戦の教訓を糧にしてチーム力を伸ばしているのです。３月２６日の目黒遠征は
は５年生だけで２戦２勝を目指します。矢上も帯同して北斗七星を指導します。
４０数年前の話です。あるクラブの代表は勝ちに拘るあまり，６年生の大会

に中学生を出してしまったのです。６年生の子どもたちと保護者は当然造反し，
多くはクラブを去ってしまいました。部員は減り，数年後，他のクラブと合体
という形でそのクラブは消滅してしまったのです。
大敗しても‘次は１０－０を５－０にしよう’等とのめあてをつくり，達成

できれば次へのモチベーションはさらに高くなります。不正をして勝ってもモ
チベーションは下がるだけです。下を向くだけです。クラブを存続させる意義
もエネルギーもなくなります。大人が勝ちに拘るのが諸悪の根源です。
南はみんなが試合に出て，サッカーを楽しみながら勝つことを何より大切に

しているクラブです。学校で友達にきつい言葉を吐くことが多かった子が，南
でよく褒められることで，教室で何事にも前向きになり，友達をよく褒めるよ
うに変容したという嬉しいお話も担任の先生から伺っています。 ｂｙ矢上

☆試合を振り返って：むさしのA2リーグを優勝し、夏の尾瀬・むさしの招待で有利な組み合わせを
得たいところですが、一勝一敗のスタートとなりました。プリメイロス戦は何度も訪れたチャンス

を逃し、カウンターに沈みました。

エルマーズ戦では、その反省から一護君が縦突破だけでなく、斜めにドリブルしてタメを作り、

両サイドハーフを使うプレーも見せましたが、まだまだサポートが少なく練習の余地があります。

前半CHの慶長君は守備意識が高く、ほとんどの場面で数的優位を作り中盤で抜かれることがほと
んどありませんでした。攻撃参加のタイミングが難しいようですが、今後も続ける価値があると思

います。相手が中央でボールを持ったときに、SBがしっかり絞って山型になり、CB周君が前で奪
って前線へ配球するパターンが先日から何度か見られるようになりました。名嘉君、服部君の前か

らの守備も迫力が出てきました。名嘉君の左サイドの突破はこのチームの大きな武器になりつつあ

ります。

課題としては、突破できなかったとき、攻撃権を相手に簡単に渡さずにターンしてやり直せるよ

うになること。ビルドアップをしつこく続けること。相手が蹴ってきたボールはGKも参加してサ
イドを変えられるように練習していきましょう。 ｂｙ中村コーチ


